
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 
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2 年学年だより 

３年 沖縄研修旅行                   校長代理 中澤 務  

ちむどんどん どんな時でも どんどん笑顔で Don’t give up! 

１０月５日～８日に、３年生は沖縄研修旅行に行きました。附属中生徒が沖縄

を目的地に出かけるのは初めてのことです。２日間のホームステイと SDGｓ

フィールドワーク、多文化共生・国際文化学習、まちなか English Quest

の活動はすべて英語で行われました。１１期生はこれまで培ってきたコミュニ

ケーションの力を存分に発揮し、ホストファミリーやインストラクターの皆さ

んと交流していました。３日目はホテルに宿泊し、夜は学年レクで大いに盛り

上がりました。４日目は国際通りで班別自主行動を楽しみました。 

２年 イングリッシュキャンプ Over The Border 副校長 本江聡美 

9 月 26 日～28 日に、２年生は新潟県津南町にてイングリッシュキャンプに

行きました。片道５時間ほどかかりましたが、バス車内のレクも英語を使ったも

ので、目標の１つである「100％English！」を達成しようという２年生の意気

込みを感じました。到着後は、自動販売機もない大自然の中で思いっきり体を

動かし、英語でコミュニケーションしてアクティビティやゲームをしました。これ

まで身に付けてきた「英語」を、「ことば」や「コミュニケーションの道具」として

たくさん使った３日間でした。 

実行委員が学年全員が楽しめるような工夫をちりばめていて、全員の協力

する姿勢もすばらしく、１２期生の成長や団結力を感じました。 

１年 あすチャレ！ジュニアアカデミー  校長代理 中澤 務 

 １０月２２日 ３、４校時１年生は、「あすチャレ！ジュニアアカデミー」 

（主催：日本財団パラスポーツサポートセンター）のプログラムを行いました。車いすフェン

シング日本代表笹島貴明選手が来てくださいました。「笹島選手と一緒に

遊ぶ」ために、どんなゲームを用意したらみんなが楽しめるか、グループで

熱心に話し合って考え、実際に笹島選手と一緒にゲームを試しました。また

そのゲームを改良するための意見を交換しました。笹島選手は２４歳の時

にスノーボード中にけがを負ったことから、車いすを使うことになった経緯

を話してくれました。どんなことにも興味をもってチャレンジする姿勢に１３

期生は関心を寄せ、笹島選手にたくさんの質問をしていました。 



 

新潟イングリッシュキャンプ 

 

9月２６日(木)～２８日(土)に新潟県中魚沼郡津南町にある「マウンテンパーク津南」に行ってきました。 

目的 

① 様々な課題に積極的に取り組もうとする高い意欲と課題発見・解決の能力を育成する。 

② グループワークや集団生活を通して、互いに支え合う人間関係づくりと責任ある行動がとれるような集団を

育成する。 

③ 自然とふれあうことで、豊かな心を育み、英語によるコミュニケーション力を育成する。 

④ 研修旅行の準備活動とし、国際交流へのさらなる動機づけとする。 

 

スローガン 

『Over The Border』 

活動の様子 

１組                                        ２組 

 

３組                                         ４組 

 

 



 

 

 

はじめての宿泊行事、３日間を英語漬けで過ごしました。インストラクターがついての指導のもと、生

徒のみなさんが楽しそうに参加していて、有意義な活動だったと思います。ナイトプログラムのダンスは

雨のため室内で行いましたが、舞台の近くにたくさん集まって、とても盛り上がっていました。ミステリー

オークションは本当に不思議なものばかりで、笑いを誘いながら参加していました。その他いろいろな

活動をしましたが、学年の仲間の新たな一面を発見したことでしょう。英語の学習だけでなく、お互い

を認め合って学校生活を過ごしてほしいと思います。 


